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令
和
元
年
６
月
に
議
会
改
革
・

活
性
化
特
別
委
員
会
を
組
成
し
、

調
査
を
進
め
て
き
た
定
数
等
問

題
。

　

特
別
委
員
会
で
は
総
務
文
教
分

科
会
と
産
業
厚
生
分
科
会
に
分
か

れ
て
議
論
を
始
め
、
12
名
の
委
員

（
議
長
を
除
く
全
議
員
）
が
れ
ぞ

れ
の
分
科
会
で
議
論
し
て
き
ま
し

た
。

　

最
終
的
な
結
論
を
出
す
に
は
い

た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
２
年

12
月
１
日
の
当
委
員
会
で
「
令
和

３
年
中
に
は
結
論
を
出
す
べ
き
」

と
い
う
見
解
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
現
時
点
で
の
委
員

個
々
の
考
え
を
お
示
し
い
た
し
ま

す
で
、
報
酬
・
定
数
・
政
務
活
動

費
を
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
と
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
掲
載
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

   

議
員
定
数

　
　

現
在　

13
名

　

    

議
員
報
酬
（
月
額
）

　
　

現
在　

１
８
６
，
０
０
０
円

　
　

政
務
活
動
費
（
月
額
）

　
　

現
在　

支
給
し
て
い
な
い

議員それぞれの思いは今…
議員定数
　　・議員報酬
　　　　・政務活動費

報 定活

報 定活

折 出 征 清

立 石 　 巧

報 定活

報 定活

報 定活

11
人

地
方
分
権
の
時
代
、
議
決
機
関
と

し
て
の
権
能
を
十
分
に
発
揮
し
得

て
い
る
か
、
常
に
自
省
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
大
勢
順
応
型
の

議
員
は
要
ら
な
い
。

2
５
０
，
０
０
０
円

時
代
錯
誤
の
報
酬
を
改
め
な
け
れ

ば
、
有
為
な
人
財
は
出
現
し
な
い
。

　

安
定
的
な
生
活
保
障
あ
っ
て
こ

そ
、
職
務
に
専
念
で
き
、
町
民
の

負
託
に
し
っ
か
り
応
え
ら
れ
る
。

１
０
，
０
０
０
円

悲
惨
な
人
口
減
少
も
続
き
、「
白

糠
町
」
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、

本
腰
の
議
論
を
先
導
す
る
た
め
に

も
積
極
的
な
視
察
な
ど
は
欠
か
せ

な
い
。　
　
　
　
（
求
む
、
議
論
）

13
人

・
減
少
の
場
合
住
民
の
声
が
届
き

づ
ら
く
、
行
政
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク

幅
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
。

･
一
度
削
減
す
る
と
元
に
戻
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
間
口
は
広
く
新

た
な
人
が
挑
戦
し
や
す
く
す
る
事
。

・
常
任
委
員
会
の
減
少
を
ま
ね
き
、

今
以
上
個
々
の
議
員
の
活
動
負
担

が
増
す
。

２
１
２
，
０
０
０
円

・
議
員
の
な
り
手
不
足
は
、
報
酬

の
低
さ
も
要
因
と
し
て
あ
る
。

・
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
程

度
の
報
酬
は
必
要
で
あ
る
。

・
議
員
手
当
以
外
、
い
っ
さ
い
戴

い
て
い
な
い
。

０
円

報
酬
の
一
部
は
議
員
活
動
の
要
素

を
含
ん
で
い
る
。

13
人

組
織
運
営
や
委
員
会
活
動
に
お
い

て
現
状
維
持
が
妥
当
だ
と
思
う
。

各
業
界
、
年
代
、
性
別
に
拘
ら
ず

議
員
に
挑
戦
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
間
口
を
広
く
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。

２
２
３
，
２
０
０
円

報
酬
の
低
さ
が
、
議
員
の
な
り
手

不
足
の
原
因
の
一
つ
と
考
え
る
た

め
、
現
状
の
報
酬
20
％
ア
ッ
プ
は

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

０
円

政
務
活
動
費
は
様
々
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
た
め
必
要
な
い
と
考
え

る
。

坂 本 勝 雄

報 定活
13
人

議
会
運
営
は
住
民
自
治
の
問
題
で

も
あ
る
た
め
住
民
の
声
を
聞
く
必

要
が
あ
る
。
総
務
文
教
、
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
等
で
、
審
議
、
調

査
を
要
す
る
の
で
委
員
会
活
動
を

維
持
す
る
た
め
に
も
13
名
。

２
０
４
，
６
０
０
円

現
在
の
報
酬
額
１
８
６
，
０
０
０

円
を
10
％
増
額
し
議
員
活
動
を
良

い
も
の
に
す
る
た
め
。

０
円

議
員
報
酬
の
中
で
、
対
応
す
れ
ば

良
い
。

澤 原 孝 行

報 定活
10
人

議
員
と
い
う
も
の
は
多
く
て
も
ダ

メ
だ
し
、
少
な
く
て
も
ダ
メ
だ
し
、

町
民
が
納
得
す
る
よ
う
な
仕
事
を

す
る
議
員
で
あ
る
べ
し
。
人
口
が

減
少
し
て
き
て
い
る
中
で
は
、
10

名
で
い
い
と
思
う
。

2
５
０
，
０
０
０
円

現
在
一
般
的
な
事
業
所
で
は
、

25
万
円
が
標
準
額
に
な
っ
て
い
る
。

生
活
の
こ
と
を
考
え
る
と
25
万
円

が
妥
当
だ
と
思
う
。

０
円

現
状
の
ま
ま
で
よ
い
。

11
人

２
期
連
続
の
無
投
票
で
あ
り
、
人

口
の
減
少
、
そ
し
て
町
民
の
方
々

の
色
々
な
意
見
等
も
併
せ
て
。

２
５
０
，
０
０
０
円

若
い
人
が
活
発
に
出
て
く
る
よ
う
、

安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
程
度
の

報
酬
の
ア
ッ
プ
が
必
要
。
将
来
的

に
は
専
属
に
議
員
活
動
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
う
。

０
円

政
務
活
動
費
は
必
要
な
し
。
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委 員 長

山 吉 公 徳

副 委 員 長
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中 河 敏 史

中 村 仁 志

小 野 キ サ

鎌 田 民 子

小 池 憲 一

石 田 正 義

報 定活

報 定活

報 定活

報 定活

報 定活

報 定活

13
人

将
来
に
向
っ
て
、
町
民
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
へ
の
情
熱
を
持
っ
た

現
役
世
代
の
議
員
増
強
に
期
待
し
、

間
口
を
広
げ
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る

べ
き
で
あ
る
。

　

現
在
の
町
財
政
規
模
や
兼
業
議

員
の
状
況
、
委
員
会
等
議
会
構
成

上
か
ら
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
13
名
必
要
。

２
０
０
，
０
０
０
円

議
員
活
動
等
を
充
実
す
る
た
め
の

報
酬
額
。

０
円

報
酬
の
中
で
対
応
す
べ
き
。

13
人

無
投
票
が
続
き
、
町
民
か
ら
は
定

数
削
減
の
声
も
あ
る
が
、
常
任
委

員
会
の
維
持
、
様
々
な
立
場
か
ら

の
立
候
補
の
確
保
、
住
民
の
声
を

広
く
聴
取
す
る
た
め
に
も
必
要
。

２
０
０
，
０
０
０
円

若
い
人
の
立
候
補
を
考
え
れ
ば
現

状
よ
り
ア
ッ
プ
す
べ
き
。
年
２
回

の
期
末
手
当
も
支
給
さ
れ
る
。

０
円

報
酬
や
期
末
手
当
の
中
で
議
員
活

動
を
す
べ
き
。

11
人

町
民
の
意
見
や
人
口
減
少
、
議
会

の
活
動
内
容
、
ま
た
平
成
27
年
、

令
和
元
年
の
議
員
選
挙
に
お
い
て

無
投
票
で
あ
る
こ
と
か
ら
２
人
減

の
定
数
11
人
に
見
直
す
べ
き
。

２
０
４
，
６
０
０
円

現
在
の
活
動
が
月
に
10
日
前
後

で
現
在
の
報
酬
を
10
％
増
額
し
、

２
０
４
，
６
０
０
円
に
見
直
す
こ

と
で
期
末
手
当
を
合
わ
せ
て
年
額

お
よ
そ
３
３
６
万
円
、
平
均
月
額

28
万
円
と
な
り
議
員
活
動
に
専
念

で
き
る
。

０
円

活
動
状
況
か
ら
み
て
議
員
報
酬
の

中
で
賄
う
べ
き
。

13
人

改
選
前
か
ら
議
員
定
数
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
き
た
が
、
幅
広
い

意
見
を
反
映
さ
せ
る
為
、
ま
た
、

議
会
構
成
を
考
慮
し
て
現
状
の
定

数
を
維
持
す
べ
き
。

１
８
６
，
０
０
０
円

現
状
の
活
動
内
容
で
あ
れ
ば
、
報

酬
と
期
末
手
当
で
十
分
と
考
え
現

状
維
持
と
す
べ
き
だ
が
、
議
員
年

金
が
復
活
す
る
の
で
あ
れ
ば
報
酬

を
見
直
す
べ
き
。

０
円

法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
経
費
だ

が
、
現
状
の
活
動
状
況
か
ら
み
て

も
、
報
酬
の
中
で
対
応
す
べ
き
。

11
人

「
議
会
改
革
」
が
イ
コ
ー
ル
「
議

員
定
数
の
削
減
」
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
人
口
減
少

と
２
期
８
年
を
見
て
も
無
投
票
が

続
い
て
い
る
現
状
は
厳
し
く
「
数

よ
り
質
」
で
議
会
運
営
し
て
い
く
。

２
５
０
，
０
０
０
円

政
務
活
動
費
を
含
め
て
現
状
で
は

「
な
り
手
不
足
」
解
消
の
た
め
に

は
妥
当
な
報
酬
と
思
う
。

０
円

議
員
報
酬
の
中
で
政
務
活
動
す
る

と
い
う
意
気
込
み
が
大
事
と
思
う
。

12
人

本
町
の
人
口
減
少
と
過
去
２
期
に

お
い
て
12
人
で
運
営
さ
れ
て
い
た

が
特
別
な
支
障
が
な
か
っ
た
。

２
２
０
，
０
０
０
円

政
務
活
動
費
と
連
動
す
る
が
基
本

的
に
政
務
活
動
費
が
認
め
ら
れ
る

な
ら
20
万
円
と
す
る
。

２
０
，
０
０
０
円

調
査
、
活
動
等
を
行
う
上
で
交
通

費
、
資
料
作
成
等
に
か
か
る
最
低

限
の
経
費
が
必
要
で
あ
る
。
報
酬

で
行
え
と
の
意
見
が
あ
る
が
分
け

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

富 田 忠 行

報 定活
13
人

討
議
で
き
る
人
数
と
し
て
一
常
任

委
員
会
あ
た
り
最
低
で
も
６
人
は

必
要
。
ま
た
、
定
数
の
減
少
に
よ

り
当
選
ラ
イ
ン
が
上
昇
す
る
こ
と

も
議
員
の
な
り
手
不
足
の
原
因
と

考
え
、
現
状
の
定
数
を
維
持
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

２
０
４
，
６
０
０
円

議
員
活
動
が
増
え
て
き
て
お
り
、

一
定
の
議
員
活
動
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
現
行
の
報
酬
よ
り
も

10
％
増
額
す
べ
き
と
考
え
る
。

０
円

議
員
報
酬
の
中
で
活
動
す
べ
き
、

政
務
活
動
費
は
必
要
な
い
と
考
え

る
。

【
参
考
】

Ｈ 11 Ｈ 15 Ｈ 19 Ｈ 23 Ｈ 27 Ｒ元～現在
定数 20 人 18 人 13 人 13 人 13 人 13 人

報酬（月額） 198,000 円 194,000 円 152,800 円 190,000 円 186,000 円 186,000 円

◆白糠町議会の定数等の変遷（改選期）

◆議員報酬及び手当

議　長 副議長 常任委員長 議　員
報酬（月額 a） 295,000 円 237,000 円 212,000 円 186,000 円

期末手当（a × 4.45=b） 1,312,750 円 1,054,650 円 943,400 円 827,700 円

合計（年額 a+b=c） 4,852,750 円 3,898,650 円 3,487,400 円 3,059,700 円
455
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可決

2 年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 5,000 万円
●増額
ロケツーリズム推進プロジェクト実行委員会
補助金　　　　　　　　　　  50,000,000 円
財政調整基金  　　　　　　　13,190,000 円
●減額
報酬・職員手当関係　　　　△ 3,289,000 円
繰出金　　　　　　　　　　△ 9,901,000 円

可決

条　例　等

　

●人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準
　じ、期末手当の支給割合を改正
　・白糠町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関
　　する条例
　・町長等の給与に関する条例
　・職員の給与に関する条例

一部改正・制定

報告

行政報告

　令和３年４月以降の入園が２世帯２名となり、
基準の２世帯３名以上を下回る見込みとなったこ
とから、保護者並びに地域の皆様と協議し、令和
３年４月から一定期間、休園することが報告され
た。

茶路へき地保育園の休園
について

可決

契約の変更

　一般用プールの水槽は、全面再塗装としていた
が、水槽の床面に複数の凹凸（おうとつ）が確認
されたことから、今後の維持・補修の経済性と施
設長寿命化のため、「樹脂製ジョイント式タイル」
の敷設に設計の一部を変更したことによる契約の
変更。

温水プール内部改修工事

人　　　　事

　現選挙管理委員及び同補充員が令和２年 12 月
25 日で任期満了となることから、地方自治法の
規定に基づき、後任を選挙により選出。
◎選挙管理委員（４名）
　・松 本 直 昌 氏（白糠市街）　
　・伊 深 　 修 氏（和  天  別）
　・山 本 　 修 氏（庶路・西庶路）
　・大 西 孝 志 氏（白糠市街）
◎同補充員（４名）
　・瀬 戸 博 行氏（和  天  別）
　・石 井 札 造氏（庶路・西庶路）
　・澁 谷 　 博氏（茶　　路）
　・村 山 由 美氏（白糠市街）
※（　　）内は地区名

選挙管理委員及び同補充
員の選挙

当選

次回の定例会は
３月上旬です。

小池憲一議員小池憲一議員

表　　　　彰 可決

条　例　等

　

●地方税法の改正に伴う関係条例の整備に関する条例
　地方税法の一部改正により、延滞金の割合の特
例などが見直されことに伴い、「地方税法の改正
に伴う関係条例の整備に関する条例」を制定し、
関係する４つの条例の一部を改正
●白糠町国民健康保険税条例
　地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保
険税の減額の対象となる所得の基準を 33 万円か
ら 43 万円に引き上げるため「白糠町国民健康保
険税条例」の一部を改正

一部改正・制定

　小池憲一議員が、平成 11 年から連続６期にわ
たり、白糠町議会議員として地方自治の推進に尽
力された功績により、北海道社会貢献賞（自治功
労者）を受賞され、棚野町長から表彰状が伝達さ
れた。
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第 回

臨 会時
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第 回

定 会例

12月
　９日

12月
　８日

可決

・行政報告
・一般質問
・令和２年度補正予算
・条例改正
・工事請負契約の一部変更
・選挙管理委員及び同補充員の選挙

4
2 年度補正予算

一般会計補正予算
補正合計△ 8,836 万 6 千円

●増額
生活交通路線維持対策事業　  12,810,000 円
障がい福祉システム改修業務　　941,000 円
障がい者グループホーム整備事業

　　　　　　　  20,000,000 円
療養給付費負担金　　　　　　5,754,000 円
太陽のまち定住奨励助成金　    4,500,000 円
繰出金　　　　　　　　　　　1,890,000 円
●減額
ふるさと納税管理業務　　　△ 9,625,000 円
振内線改良舗装工事　　　△ 120,886,000 円
繰出金　　　　　　　　　　△ 3,700,000 円

質疑・答弁
問 12 月から供用開始となっている障がい者
　グループホームの定員と入所予定者数は。
答定員は７名で、現在７名が入所予定。
問障がい者グループホームの建設が進む中、　
　事業費が不足したので補助の要請があった
　のか。
答補助は、障がい者の自立生活の助長、生活
　支援整備の促進を図る上で必要な施設とし
　て、永続的に事業運営されるよう支援を決
　定した。
問障がい者グループホームの８月５日着工か
　ら４か月が経つが、なぜ今回の提案になっ
　たのか。
答町の助成があるから建設するということで
　はなかったため、補助をするタイミングは
　完成時期ということで、今回予算提案した。
問振内線改良舗装工事は、災害時の迂回路と
　しての機能をあわせ持つということだが減
　額による影響はないのか。
答令和３年度で完成する予定だったが、今後
　も交付金の率が４割程度になると、完成は
　令和６年度になる見込み。
問ふるさと納税「土俵プロジェクト事業」は、
　まだ事業を委託していなかったのか。
答本来は契約すべき時期であるが、コロナ禍
　により先が見通せないため契約はしていな
　い。

11月
19日

・条例改正
・令和２年度補正予算

１



一般質問

８

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・　９ページ

　１ 創生総合戦略について

　２ ふるさと納税寄附金の活用について

　３ ㈱町おこしエネルギーの事業展開について

　坂本 勝雄 議員・・・・・・・・・・・・・１０ページ

　１ 旧河原小中学校の利活用について

　２ 恋問海岸の太陽光発電について

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・１１ページ

　１ 白糠町人口ビジョンについて

　澤原 孝行 議員・・・・・・・・・・・・・１２ページ

　１ 高齢者で低所得者の方々への支援について

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・１３ページ

　１ 過疎対策法の見直しについて

　２ 災害対策について

　３ 樹木葬合葬墓について

　小野 キサ 議員・・・・・・・・・・・・・１４ページ

　１ 地域に根ざした学校づくりの取り組みについて

　２ キャリア教育の推進について

　鎌田 民子 議員・・・・・・・・・・・・・１５ページ

　１ 学校給食費会計のあり方どう変わる

　２ 第８期介護保険事業計画改定の特徴は

　３ コロナ禍における国保税の減免について周知は万全か

　立石   巧  議員・・・・・・・・・・・・・１６ページ

　１ 公苑墓地の道路整備について

　２ 木育について

　中村 仁志  議員・・・・・・・・・・・・・１７ページ

　１ 行政手続における押印廃止について

　２ 庶路支所改築計画について

　３ 公共料金の免除再延期について

　折出 征清 議員・・・・・・・・・・・・・１８ページ

　１ コロナ禍における消防体制について

　２ 新型コロナウイルスの感染症差別防止対策について

福 地 裕 行 議 員

一

般

質

問

問いかけ
提案する

議
員
10
名
が
22
件
25
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
に
た
い
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
の
５
年
間
の
わ
が
町

の
第
１
期
創
生
総
合
戦
略
を
検
証

し
て
も
、
特
筆
で
き
る
の
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
事
業
の
み
で
あ

り
、
創
生
よ
り
崩
壊
の
方
が
速
い

様
相
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
客
観

的
に
検
証
し
、
２
期
目
で
あ
る
今

後
５
年
間
の
目
標
や
施
策
の
方
向

性
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
未
だ
全
く
示
さ
れ
な
い
。
一

体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

本
年
３
月
に
策
定
作
業
を
了
し

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
内
容
を
説

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
理

由
は
ど
う
あ
れ
、
行
う
べ
き
業
務

を
怠
っ
た
。
大
変
申
し
訳
な
く
、

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

国
の
本
気
度
も
甚
だ
疑
問
だ
が
、

し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
後
の
予
定
と
概
念
は
。

　

可
及
的
速
や
か
に
示
し
、
意
見

を
賜
り
た
い
。

　

概
念
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
経

済
活
動
の
縮
小
を
抑
え
る
こ
と
の

一
点
に
懸
か
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
は
今
年

度
分
も
含
め
る
と
合
計
２
０
０
億
円

を
優
に
超
え
る
だ
ろ
う
。

　

特
異
な
人
口
減
少
と
相
俟
っ
て

危
機
的
と
も
言
え
る
閉
塞
し
た
状

況
下
に
あ
る
ま
ち
の
現
状
を
直
視

し
、
今
こ
そ
大
局
観
に
立
っ
た
将

来
像
を
内
外
に
具
体
的
、
且
つ
明

確
に
示
し
、
寄
附
金
を
も
活
用
し

な
が
ら
、
不
退
転
の
決
意
で
生
き

残
り
を
懸
け
た
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

中
で
、
行
財
政
改
革
の
断
行
に

よ
っ
て
財
政
的
に
苦
難
な
時
代
を

乗
り
越
え
て
き
た
経
験
と
経
過
を

し
っ
か
り
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、

町
長
選
挙
で
約
束
し
た
公
約
、
更

に
は
、
寄
附
金
の
募
集
に
あ
た
っ

て
掲
げ
た
目
的
や
使
い
道
、
こ
れ

ら
を
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
総

合
的
に
整
合
性
を
図
っ
た
上
で
、

将
来
を
見
据
え
、
慎
重
、
且
つ
大

胆
に
活
用
す
る
時
機
を
迎
え
て
い

る
。

　

制
度
の
本
旨
・
地
方
自
治
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
足
元
が
定
か
で
は
な
い

目
標
を
い
く
ら
言
っ
て
も
未
来
は

拓
か
れ
な
い
。

　

町
民
と
共
に
不
都
合
は
真
実
も

冷
静
に
認
識
し
な
が
ら
危
機
感
を

共
有
し
、
一
体
と
な
り
知
恵
を
絞

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
観
点
が

足
り
な
い
。
と
も
あ
れ
、
一
次
産

業
の
活
況
こ
そ
大
命
題
で
あ
る
。

　

食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率

向
上
を
考
え
て
も
北
海
道
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
わ
が
町
も
頑
張
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
り
良
い
も
の
を
生
産
し
、
認

め
ら
れ
て
、
直
に
送
り
込
む
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

　

意
欲
を
も
っ
た
方
々
は
居
る
が
、

一
歩
一
歩
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大

事
。
頑
張
る
人
は
応
援
し
て
い
く

し
、関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

　

全
国
的
に
み
て
も
わ
が
町
に
は

特
筆
で
き
る
利
点
な
ど
無
い
な
か
、

ど
う
生
き
残
り
を
懸
け
る
の
か
。

役
場
が
前
面
に
立
っ
て
町
民
を
巻

き
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
当
に
困
っ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
も
あ
る
が
、
地
道
に
や
っ

て
い
く
し
か
な
い
。

　

㈱
町
お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

阿
寒
富
士
の
麓
で
熱
源
調
査
を
し

て
い
る
。
そ
の
事
業
計
画
と
併
せ

て
、
パ
シ
ク
ル
沼
に
お
け
る
シ
ジ

ミ
養
殖
の
内
容
は
。

　

小
規
模
地
熱
発
電
の
熱
源
が
確

保
で
き
る
か
１
，
５
０
０
ｍ
ほ
ど

掘
り
進
め
る
計
画
で
あ
る
。

　

本
事
業
の
成
功
は
、
本
町
が
推

進
し
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

新
た
な
展
開
も
望
め
る
こ
と
か
ら
、

成
功
を
念
願
し
て
い
る
。

　

シ
ジ
ミ
養
殖
は
、
当
社
が
熊
本

県
内
の
海
の
無
い
地
域
で
新
た
な

技
術
を
用
い
て
実
証
試
験
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
わ
が
町
で
も
取

り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、
全
面
的
に

協
力
を
頂
け
る
。

　

年
明
け
に
は
漁
協
で
熊
本
県
へ

の
視
察
も
予
定
し
て
い
る
。

　

漁
協
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
増

養
殖
の
可
能
性
を
模
索
し
、
検
討

を
進
め
て
い
る
の
で
、
全
力
を
傾

注
し
、
支
援
を
行
う
。

　

発
電
に
係
る
具
体
的
な
事
業
計

画
は
。

　

５
メ
ガ
以
下
、
２
０
０
度
以
上

の
熱
水
で
の
発
電
が
目
標
だ
が
、

そ
の
先
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

成
功
し
た
ら
、
多
様
な
事
業
展

開
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

問

答

問答
創
生
総
合
戦
略
は
ど

う
な
っ
た

行
う
べ
き
業
務
を

怠
っ
た

問答

問答
寄
附
金
の
使
い
方
が

課
題

慎
重
、
且
つ
大
胆
に

活
用
す
る

問答
地
熱
発
電
と
シ
ジ
ミ

養
殖
は

多
様
な
展
開
に
期
待

す
る

問答

問 答

答 問問答

答 問
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一般質問 一般質問

８８

中 河 敏 史 議 員 坂 本 勝 雄 議 員

　

本
町
に
お
け
る
令
和
２
年
の
出

生
数
は
10
月
現
在
18
人
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
27
年
10
月
に
作
成
し

た
白
糠
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
本
年

３
月
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
本

町
の
設
定
で
は
、
２
０
２
０
年
以

降
の
出
生
率
は
２
０
４
０
年
ま
で

上
昇
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
す
で

に
差
異
を
生
じ
て
い
る
が
今
後
の

考
え
方
は
。

　

本
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本

年
３
月
に
改
訂
を
行
い
、
推
計
人

口
と
し
て
中
期
目
標
の
２
０
４
０

年
に
６
，
１
５
７
人
、
長
期
目
標

の
２
０
６
０
年
に
５
，
２
８
４
人

を
維
持
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
の
推
計
に
用
い
た
出
生

率
は
国
、
道
の
考
え
に
準
拠
し

２
０
１
５
年
は
現
状
値
１
・
21

か
ら
、
２
０
２
０
年
に
は
１
・

33
、
２
０
４
０
年
に
は
１
・
８
、

２
０
６
０
年
に
は
人
口
置
換
水
準

と
さ
れ
る
２
・
07
ま
で
上
昇
す
る

と
仮
定
し
た
。
本
年
の
出
生
数
を

10
月
ま
で
の
18
人
を
含
め
20
人
と

仮
定
す
る
と
０
・
68
下
回
る
。
こ

れ
は
全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
り
、

要
因
の
一
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
雇

用
不
安
や
外
出
自
粛
に
よ
っ
て
、

出
産
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ

た
こ
と
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
緩
や
か
な
人

口
減
少
と
年
齢
構
成
バ
ラ
ン
ス
を

適
切
に
維
持
す
る
こ
と
が
本
町
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
対
策

と
し
て
出
生
率
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
あ
ら

ゆ
る
支
援
・
施
策
を
粘
り
強
く
講

じ
て
い
く
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂

前
（
２
０
１
５
年
）
と
改
訂
後

（
２
０
２
０
年
）
で
は
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社
人

研
）
の
数
値
は
２
，
５
４
１
人
か

ら
１
，
４
９
４
人
に
減
少
し
て
い

る
。
し
か
し
本
町
の
想
定
で
は

ケ
ー
ス
１
で
は
５
，
６
０
２
人

か
ら
５
，
５
９
３
人
、
ケ
ー
ス

２
で
は
５
，
３
２
５
人
か
ら
５
，

２
８
４
人
と
微
減
と
な
っ
て
い
る
。

社
人
研
の
数
値
が
現
状
に
近
い
が
、

本
町
は
ど
ち
ら
の
数
値
を
想
定
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
の
か
。 　

様
々
な
人
口
対
策
を
効
果
的
か

つ
一
体
的
に
行
う
こ
と
で
、
出
生

率
を
２
０
４
０
年
に
１
・
81
（
国

民
希
望
出
生
率
）、
２
０
６
０
年

に
２
・
07
に
向
上
さ
せ
る
内
容
で

あ
り
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
で

５
，
５
０
０
人
を
目
標
と
す
る
。

　

数
値
目
標
は
理
解
す
る
が
、
現

実
は
本
年
10
月
ま
で
18
人
（
出
生

率
０
・
65
）、
昨
年
、
一
昨
年
の

出
生
数
は
20
人
台
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
社
人
研
の

数
値
が
よ
り
近
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
出
生
数
も
大
事
だ
が
、
流

出
人
口
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

出
生
率
を
上
げ
る
の
は
可
能
だ
が

出
生
数
を
上
げ
る
に
は
あ
る
程
度

の
人
口
が
必
要
で
あ
る
。
10
代
20

代
の
転
出
を
防
ぎ
、
転
入
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

進
学
、
就
職
等
で
転
出
が
増
え

て
い
る
が
。
今
、
子
育
て
支
援
策

の
充
実
な
ど
に
よ
り
定
住
す
る
方

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
今
後

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

人
口
流
出
の
要
因
は
、
雇
用
の

場
が
少
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
、

総
合
戦
略
の
改
訂
版
に
も
、
稼
ぐ

地
域
を
つ
く
る
と
と
も
に
安
定
し

た
雇
用
を
創
出
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
作
っ
て
い
く
の
か
、

ま
た
雇
用
の
場
の
賃
金
格
差
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
是
正
し
て
い
く
の
か
。

　

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
雇

用
の
面
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
作

る
定
住
を
促
す
交
流
の
面
、
結

婚
・
妊
娠
・
子
育
て
等
の
充
実
を

図
り
、
良
い
環
境
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
２
０
４
０
年
６
，
１
５
７

人
、
２
０
６
０
年
５
，
２
８
４
人

を
目
指
し
て
い
く
。

　

河
原
小
中
学
校
が
平
成
19
年
３

月
に
閉
校
し
て
か
ら
13
年
が
過
ぎ

た
。
未
だ
に
そ
の
後
の
利
活
用
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。
学
校
跡
を
今

後
ど
う
す
る
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

　

現
在
は
、
防
災
の
備
蓄
拠
点
施

設
と
し
て
、
音
楽
室
に
水
、
ア
ル

フ
ァ
米
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
、
主
に

食
料
品
を
備
蓄
し
、
視
聴
覚
室
に

は
、寝
袋
、毛
布
、段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
、
衛
生
用
品
な
ど
を
備
蓄
し
活

用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
関
連
施
設
と
し
て
、
旧

教
職
員
住
宅
４
棟
４
戸
の
う
ち
、

使
用
可
能
な
２
棟
２
戸
を
和
天
別

地
域
の
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

に
貸
し
付
け
し
、
活
用
し
て
い
る
。

　

旧
河
原
小
中
学
校
全
体
の
利
活

用
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
、
担
い

手
育
成
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
農
業

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
芸
術
家
へ
の
創

作
の
場
の
提
供
な
ど
、
多
目
的
に

活
用
で
き
な
い
か
と
言
う
こ
と
も

踏
ま
え
て
検
討
し
て
き
た
が
、
維

持
管
理
な
ど
の
費
用
を
含
め
た
課

題
も
あ
り
、
利
用
方
法
が
見
い
だ

せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
機
会
あ
る
ご
と

に
、
地
域
と
協
議
し
て
き
た
経
過

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
地
域

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
施
設
の
有

効
利
用
を
模
索
し
た
い
。

　

国
道
38
号
線
庶
路
恋
問
か
ら
釧

路
市
に
向
っ
て
海
側
に
、
最
近
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
恋
問
の
海
岸
線
の
景

観
が
失
わ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

　

太
陽
光
発
電
施
設
に
関
す
る
届

け
出
は
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
よ
る
国
の
設
備

認
定
の
ほ
か
、
北
海
道
景
観
計
画

に
よ
り
、
高
さ
５
ｍ
ま
た
は
築
造

面
２
，
０
０
０
㎡
を
超
え
る
場
合

は
、
設
置
届
出
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
恋
問
海
岸
に
設
置
さ
れ

て
い
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
、
小

規
模
な
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
届

出
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
道

内
各
地
に
お
い
て
小
規
模
な
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
が
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
り
認
定
を
受
け
た

事
業
用
太
陽
光
発
電
の
未
稼
働
を

解
消
す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
来

年
３
月
ま
で
に
運
転
を
開
始
し
た

も
の
に
つ
い
て
、
従
来
の
買
取
価

格
を
維
持
す
る
取
り
扱
い
を
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
駆
け
込
み
の
建

設
で
は
な
い
か
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
価
格
の
面
で
も
、
今
年

度
の
買
取
価
格
は
13
円
で
、
次
年

度
以
降
も
下
が
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
今
後
は
、
こ
れ
と
比
例
し
て

施
設
の
建
設
も
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

問問

問答
河
原
小
中
学
校
の
利

活
用
に
つ
い
て

地
域
住
民
と
協
議
し

て
活
用
を
考
え
る

問答
白
糠
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
差
異
は

子
育
て
世
代
に
選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進

問 問

問

答

答

問答
恋
問
海
岸
の
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て

私
有
地
に
設
置
さ
れ

る
も
の
は
、
原
則
、

町
は
規
制
で
き
な
い

問

答

答

答

旧河原小中学校旧河原小中学校

太陽光パネル太陽光パネル

答

10101111



一般質問

８

開催方法・要件
対　　象／町内在住の方５人以上の出席見込みがある任意の団体や
　　　　　グループ
　　　　　（例）町内会、婦人部、老人クラブ、子育てサークルなど。
懇談時間／約１時間３０分程度
会　　場／申込者が指定する会場。
　　　　　（公共施設利用の場合は、議会事務局が申し込みます。）
申込方法／開催を希望する日の２週間前までに「議会の出前懇談会申
　　　　　込書」により議会事務局へ申し込んでください。
　　　　　※（議会会期中はご遠慮願います。）
　　　　　【申し込み・問い合わせ先】
　　　　　白糠町議会事務局　電話：01547（2）2171（内線 303）
　　　　　　　　　　　　　　FAX：01547（2）4659
                                                   mail：giji@town.shiranuka.lg.jp
　　　　　申込書は、白糠町ホームページから入手できます。

開催団体 ・グループ募集中！！

議会の出前懇談会議会の出前懇談会

　議会では、団体やグループの希望に応じ、いつで
も、どこでも開催する「議会の出前懇談会」を行っ
ています。

①総務・文教分科会
　防災・教育・財政及び税等に関すること　
②産業・厚生分科会
　産業、民生福祉・土木・介護保険等に関
すること
③議会運営分科会は
　議会運営に関すること
④広報・広聴分科会
　議会だより・議会ホームページ等に関す
ること
　上記のほかにご希望がある場合は申し込
み時にご相談ください。

担当分科会別による主なテーマ

石 田 正 義 議 員 澤 原 孝 行 議 員

　

二
人
又
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
で
低
所
得
者
の
方
々
が
、
年
齢

と
共
に
だ
ん
だ
ん
体
が
弱
く
な
り
、

入
院
、
通
院
す
る
こ
と
が
多
く
な

る
と
そ
れ
に
よ
っ
て
日
常
生
活
費

の
他
に
新
た
な
費
用
が
増
え
る
こ

と
に
対
し
て
、
支
援
が
で
き
な
い

か
伺
う
。

　

本
町
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
支

援
は
、
低
所
得
者
に
限
ら
ず
、
全

て
の
高
齢
者
が
生
き
活
き
と
元
気

で
過
ご
せ
る
よ
う
、
平
成
27
年
度

か
ら
「
生
き
活
き
し
ら
ぬ
か
事

業
」
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
と
町
営

バ
ス
に
共
通
す
る
運
賃
補
助
券
の

交
付
に
よ
る
外
出
支
援
を
は
じ
め
、

温
浴
施
設
を
活
用
し
た
無
料
の
健

康
入
浴
事
業
や
日
帰
り
温
泉
事
業

な
ど
を
実
施
し
、
福
祉
の
増
進
に

努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
対
策
は
、
65

歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
を

対
象
に
、
冬
期
間
の
暖
房
費
に
係

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
福
祉
灯
油
等
の
購
入
経
費
の

一
部
助
成
を
実
施
し
、
さ
ら
に
国

の
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て
は
、

医
療
保
険
や
介
護
保
険
制
度
に
よ

る
負
担
軽
減
な
ど
の
優
遇
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
必
要
な

配
慮
は
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し

て
い
る
。

　

高
齢
者
で
低
所
得
者
に
限
定
し

た
、
日
常
生
活
費
の
他
の
新
た
な

費
用
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　

現
在
二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

世
帯
は
何
世
帯
あ
る
の
か
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
は
、

令
和
２
年
11
末
現
在
で
、
二
人
世

帯
が
６
９
３
世
帯
、
独
居
老
人
世

帯
は
１
，
０
５
２
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。

　

来
春
期
限
切
れ
と
な
る
過
疎
対

策
法
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
る
よ
う

だ
が
、
国
の
財
政
難
を
背
景
に
し

た
地
方
の
財
政
支
援
切
り
詰
め
と

思
わ
れ
る
。
我
が
町
に
影
響
は
な

い
の
か
、
見
直
し
の
内
容
を
伺
う
。　

　

過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る
要

件
は
「
人
口
要
件
」
と
し
て
、
昭

和
45
年
か
ら
平
成
27
年
迄
の
人
口

減
少
率
が
32
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
「
財
政
要
件
」
と
し
て
、
平
成

25
年
か
ら
平
成
27
年
迄
の
３
ヶ
年

平
均
の
財
政
力
指
数
が
０
・
５
以

下
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
を
基
本

と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
り
要
件

の
変
更
が
あ
っ
た
が
、
大
幅
に
基

準
が
見
直
さ
れ
た
経
過
は
な
く
、

新
た
な
指
定
要
件
の
考
え
方
は
、

人
口
減
少
率
算
定
の
基
準
年
の
変

更
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　
我
が
町
に
お
い
て
は
、
要
件
に
該

当
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
影
響
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。 　

釧
根
地
域
で
こ
の
見
直
し
に
よ

り
指
定
か
ら
外
れ
る
町
村
が
あ
る

や
に
聞
く
が
。

　

現
時
点
で
除
外
さ
れ
た
と
言
う

こ
と
は
な
い
。

　

国
は
、
人
口
要
件
と
財
政
要
件
、

両
方
を
勘
案
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

国
は
、
非
常
用
電
源
燃
料
72
時

間
分
を
対
策
本
部
施
設
に
備
蓄
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
所
の
非
常
用
電
源
の

対
応
に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
う
。

　

役
場
庁
舎
に
施
設
固
定
型
非
常

用
電
源
が
あ
り
、
約
90
時
間
稼
働

で
き
る
燃
料
を
備
蓄
し
て
い
る
。

避
難
施
設
は
、
庶
路
学
園
、
町
内

各
津
波
指
定
避
難
場
所
に
小
型
Ｌ

Ｐ
発
電
機
各
１
台
整
備
し
て
い
る
。

　

避
難
場
所
通
路
に
充
電
式
外
灯

が
あ
れ
ば
良
い
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
照
明
器
具
は
、
人
が
近

づ
く
と
点
灯
す
る
も
の
も
あ
り
、

防
犯
面
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
時
、

津
波
の
危
険
性
か
ら
移
転
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

災
害
時
は
、
食
事
の
供
給
対
応

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

津
波
危
機
管
理
上
の
対
策
も
講

じ
て
お
り
移
転
の
考
え
は
な
い
。

今
後
、
改
築
や
移
転
と
い
う
時
は
、

安
全
な
場
所
を
考
え
ざ
る
得
な
い
。

　

災
害
時
の
食
事
供
給
は
、
原
則

備
蓄
食
料
で
３
日
間
し
の
ぎ
、
そ

の
後
は
、
国
や
道
、
災
害
協
定
を

結
ん
で
い
る
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
か
ら

緊
急
応
援
物
資
を
受
領
で
き
る
よ

う
構
築
を
し
て
い
る
。

　

樹
木
葬
、
使
用
料
や
供
養
は
ど

の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
。

　

核
家
族
化
で
お
墓
を
守
る
人
が

い
な
く
な
る
。
町
が
一
定
の
所
に

区
画
を
造
り
、
お
さ
め
て
も
ら
う

考
え
で
あ
る
。

　

樹
木
葬
墓
所
を
１
６
５
区
画
、

５
０
０
体
以
上
の
埋
葬
可
能
な
合

葬
墓
を
中
央
に
整
備
す
る
設
計
で

あ
る
。

　

令
和
３
年
度
当
該
予
算
に
工
事

費
を
計
上
し
、
10
月
完
成
を
予
定

し
て
い
る
。

答

答

問

一般質問

８

問答
高
齢
者
で
低
所
得
者

へ
の
支
援
は

新
た
な
費
用
へ
の
支

援
は
考
え
て
い
な
い

問

問

答

答

問答
樹
木
葬
合
葬
墓
の
進
捗

状
況
と
詳
細
を
伺
う

令
和
３
年
５
月
着
工
、

10
月
完
成
を
予
定
。

詳
細
は
今
後
詰
め
て
い
く

答

答答答

問

問 問問

問

問答
災
害
対
策
と
し
て
燃

料
備
蓄
と
給
食
セ
ン

タ
ー
の
移
転
の
考
え
は

役
場
庁
舎
に
燃
料
を
備

蓄
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

移
転
は
考
え
て
い
な
い

問答
過
疎
対
策
法
見
直
し

に
つ
い
て

本
町
に
は
影
響
な
い

と
判
断
し
て
い
る

1313 1212



一般質問 一般質問

８８

鎌 田 民 子 議 員 小 野 キ サ 議 員

　

平
成
30
年
に
庶
路
学
園
が
開
校

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
と
し
て
の
取
り
組
み

と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

学
校
が
地
域
住
民
や
保
護
者
と
教

育
目
標
を
共
有
し
、「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
」
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
の
有
効
な
仕
組
み
で
あ
る

学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し

た
学
校
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
に

「
庶
路
学
園
学
校
運
営
協
議
会
」

を
設
置
し
、「
地
域
連
携
部
会
」「
学

び
支
援
部
会
」「
安
全
安
心
部
会
」

を
編
成
し
活
動
し
て
い
る
。

　

成
果
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
に
よ
り
、

学
校
の
教
育
活
動
や
内
容
に
つ
い

て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解

や
協
力
が
得
ら
れ
や
す
く
な
っ
た
。

ま
た
、
学
校
と
地
域
が
同
じ
方
向

を
向
き
、
目
指
す
子
ど
も
の
将
来

像
を
共
有
し
た
中
で
、
多
様
な
教

育
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
の
支
え
に
多
大

な
効
果
が
あ
る
。

　

白
糠
地
区
・
茶
路
地
区
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
に

向
け
た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

白
糠
地
区
で
は
、
小
学
校
・
中

学
校
統
合
後
の
義
務
教
育
学
校
設

立
の
た
め
、
令
和
３
年
１
月
開
校

準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
令
和
４

年
８
月
予
定
の
開
校
に
合
わ
せ
た

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

　

茶
路
地
区
で
は
、
令
和
２
年
11

月
に
学
校
運
営
協
議
会
の
準
備
委

員
会
が
設
立
さ
れ
、
令
和
3
年
4

月
導
入
に
向
け
て
進
め
て
い
る
。

　

小
学
校
・
中
学
校
の
段
階
で
望

ま
し
い
勤
労
観
や
就
業
観
を
育
む

た
め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
が

重
要
と
考
え
る
。
現
在
の
町
立
学

校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

各
校
で
策
定
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
全
体
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
学

ん
で
い
る
こ
と
と
自
己
の
将
来
と

の
つ
な
が
り
を
見
通
し
、
社
会

的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要

な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
て
い
け
る
よ
う
教
育
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

　

小
学
校
と
義
務
教
育
学
校
前
期

課
程
で
は
、
自
己
実
現
を
図
る
上

で
必
要
な
力
を
習
得
す
る
学
習
。

　

中
学
校
と
義
務
教
育
学
校
後
期

課
程
で
は
、
働
く
こ
と
の
意
義
を

理
解
し
、
興
味
・
関
心
に
基
づ
く

職
業
観
や
勤
労
観
の
形
成
学
習
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
が
、
社
会
の
中
で
自

分
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形

成
能
力
や
課
題
適
応
能
力
な
ど
の

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
育
成
を

図
る
た
め
に
、
教
育
活
動
全
体
に

渡
り
日
常
的
に
指
導
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
継
続
性
の

あ
る
指
導
と
家
庭
と
と
も
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
は

小
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け

る
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
系
統
的

な
指
導
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
わ
る
諸
活
動

に
つ
い
て
、
特
別
活
動
の
学
級
活

動
を
中
心
に
、
各
教
科
等
と
往
環

し
、
自
ら
の
学
習
状
況
な
ど
を
振

り
返
り
な
が
ら
自
身
の
変
容
や
成

長
を
自
己
評
価
し
、
よ
り
よ
い
生

き
方
を
求
め
る
た
め
に
、
町
内
全

学
校
が
使
用
で
き
る
「
白
糠
町
版

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
作
成

し
て
全
児
童
生
徒
に
配
布
し
、
積

極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
内
容
は

　

①
児
童
生
徒
が
入
学
か
ら
卒
業

ま
で
の
学
習
を
見
通
し
て
、
将
来

へ
の
展
望
を
見
出
せ
る
も
の
。

②
学
校
生
活
に
閉
じ
ず
、
家
庭
地

域
で
の
学
び
を
意
識
し
た
も
の
。

③
学
年
・
校
種
を
超
え
て
持
ち
上

が
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

④
子
ど
も
の
学
び
の
変
容
や
成
長

を
大
人
が
見
取
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
実
施

し
て
３
年
目
に
な
る
が
、
こ
の
こ

と
を
も
っ
て
「
公
会
計
」
に
移
行

し
た
と
と
ら
え
て
よ
い
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
成
果

を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

学
校
給
食
の
会
計
処
理
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
の
歳
入
歳
出
予
算
と

し
て
管
理
す
る
「
公
会
計
方
式
」
と
、

学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
独
自

に
管
理
す
る
「
私
会
計
方
式
」
の
２

つ
の
会
計
処
理
が
あ
る
。
本
町
で

は
「
私
会
計
方
式
」
を
採
用
し
、
現

在
も
変
更
は
な
い
。「
公
会
計
」
に

移
行
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
学
校
で
行
っ

て
い
る
徴
収
・
管
理
が
自
治
体
業
務

と
な
り
、
教
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

本
来
業
務
に
専
念
で
き
る
。
本
町
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
の
給
食
費
無
料
化

実
施
に
よ
り
、
学
校
、
教
員
の
事
務

的
負
担
は
な
く
、
同
等
の
効
果
が
得

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
子
育
て
世
代
へ

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
。

　

来
年
は
介
護
保
険
事
業
計
画
が

第
８
期
に
入
る
。
主
な
改
定
と
ど

の
よ
う
な
手
立
て
を
取
る
の
か
伺

う
。

　

１
つ
目
は
総
合
事
業
の
対
象
者

が
要
支
援
か
ら
要
介
護
認
定
に

な
っ
て
も
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

町
が
情
報
共
有
し
、
対
象
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

　

２
つ
目
は
「
要
介
護
認
定
の
有

効
期
間
の
上
限
の
延
長
」
が
、
更

新
申
請
の
最
長
36
ケ
月
が
、
同
じ

介
護
度
に
な
っ
た
場
合
48
ケ
月
に

延
長
さ
れ
る
。
要
介
護
者
の
状
態

像
に
変
化
が
あ
れ
ば
区
分
変
更
を

行
う
な
ど
対
応
し
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

国
は
要
介
護
者
の
支
援
を
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
に

転
換
し
て
い
く
と
い
う
方
針
も
打

ち
出
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
や
は
り
有
資
格
者
の
介
護
士

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
大
事
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

平
成
29
年
度
に
総
合
事
業
が
導

入
さ
れ
た
時
も
、
専
門
職
と
専
門

職
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

議
論
が
あ
っ
た
が
、
専
門
職
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
き
た
。

今
後
も
、
利
用
者
の
状
態
像
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
。

　

介
護
保
険
料
の
動
向
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
改
定
の
た
び
に
値
上
が

り
し
て
き
た
。
高
齢
者
人
口
や

様
々
な
数
値
に
よ
っ
て
現
在
の
５
，

５
５
０
円
よ
り
上
が
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
押
さ
え

る
手
立
て
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　

確
定
で
は
な
い
が
、
今
の
５
，

５
５
０
円
を
ほ
ぼ
維
持
で
き
る
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み
を
国
に
出
し
て

い
る
。

　

介
護
報
酬
の
改
定
が
示
さ
れ
る
時
点

で
８
期
の
保
険
料
を
素
案
と
し
て
提
出

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し

た
際
の
国
保
税
減
免
の
申
請
数
と

実
績
を
伺
う
。

　

７
月
に
１
件
。
前
年
収
入
に
対

し
て
の
減
少
割
合
が
56
％
で
あ
っ

た
の
で
、
10
分
の
10
の
減
免
を
し

て
い
る
。
９
月
に
１
件
。
前
年
収

入
に
対
し
て
の
減
少
割
合
が
33
％

で
、
10
分
の
８
の
減
免
を
し
た
。

　

減
税
の
対
象
と
な
る
保
険
税
は
、

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
納
期

に
か
か
る
保
険
税
が
対
象
、
今
月

発
行
の
広
報
１
月
号
で
再
度
周
知

を
予
定
し
て
い
る
。

問答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
取
り
組
み

の
成
果
は

教
育
に
対
し
保
護
者

や
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
が
増
し
た

問答
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推

進
は

「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
」
で
充
実
を

図
る

問

問

答

答

問

問

答

答

問

答問答

問答
学
校
給
食
費
会
計
の

あ
り
方
ど
う
変
わ
る

「
私
会
計
方
式
」
を

採
用
、
現
在
も
変
更

は
な
い

問答
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
改
定
の
特
徴

と
対
応
に
つ
い
て

要
介
護
者
の
サ
ー
ビ

ス
低
下
に
な
ら
な
い

対
応
を
と
る

問答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

国
保
税
の
減
免
に
つ

い
て
周
知
は
万
全
か

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
広
く
周

知
を
図
る

問

問

問

問 答

答 答

答
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国
に
お
い
て
行
革
担
当
大
臣
が

推
し
進
め
て
い
る
「
押
印
廃
止
」

に
つ
い
て
、
わ
が
町
の
行
政
文
書

に
お
い
て
も
、
何
と
何
が
連
動
し

て
廃
止
で
き
る
の
か
の
判
断
を
し

て
、
今
か
ら
廃
止
対
象
リ
ス
ト
の

洗
い
出
し
を
積
極
的
に
す
べ
き
と

考
え
る
。
行
政
手
続
き
文
書
の
数
、

そ
の
内
、
押
印
を
廃
止
で
き
る
文

書
の
数
と
押
印
廃
止
へ
の
見
解
を

伺
う
。

　

本
町
で
は
、
現
在
、
条
例

２
１
０
件
・
規
則
等
３
３
８
件

で
「
押
印
が
必
要
な
も
の
」、「
署

名
が
必
要
な
も
の
」、「
押
印
も
署

名
も
不
要
な
も
の
」
の
区
分
を
行

い
、「
何
と
何
が
連
動
し
て
廃
止
」

で
き
る
か
も
含
め
、
洗
い
出
し
作

業
を
進
め
て
お
り
、
具
体
的
な
数

に
つ
い
て
は
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
、法
令
等
に
基
づ
き「
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
行
政
手

続
き
」
及
び
「
地
方
公
共
団
体
が

独
自
に
実
施
す
る
行
政
手
続
き
」

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
な
ど
そ

の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
法

改
正
等
が
示
さ
れ
た
時
点
で
、
速

や
か
に
押
印
廃
止
に
向
け
た
作
業

を
進
め
た
い
。

　

改
築
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

の
こ
と
だ
が
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

現
在
、
町
の
公
共
施
設
の
老
朽

化
の
状
況
や
利
用
状
況
等
を
勘
案

し
、
長
寿
命
化
や
更
新
等
の
優
先

順
位
の
考
え
方
を
明
確
に
す
る
た

め
の
「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定

中
で
あ
り
、
公
共
施
設
等
整
備
に

関
す
る
協
議
を
踏
ま
え
、
こ
の
計

画
策
定
と
併
せ
て
検
討
を
重
ね
て

い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
関
す
る
支
援
策
と
し
て
町
で

は
、
す
で
に
水
道
料
金
の
減
免
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

感
染
終
息
へ
の
出
口
が
見
え
な
い
。

町
民
も
経
済
状
況
が
一
段
と
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

再
度
、
減
免
延
長
で
き
な
い
か
伺

う
。

　

現
在
、
第
３
波
と
い
わ
れ
る

感
染
拡
大
が
続
く
中
、
町
民
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
全
力
を
挙
げ
て
、
感
染
予
防
、

経
済
、
生
活
支
援
な
ど
総
合
的
な

対
策
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
政
府
も
、
追
加
経
済

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
第
３
次
補
正

予
算
案
の
速
や
か
な
成
立
を
目
指

し
て
い
る
中
、
町
も
、
す
べ
て
の

町
民
が
困
っ
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
国
の
財
政
支
援
な
ど
も
注
視

し
な
が
ら
、
水
道
基
本
料
金
免
除

の
延
長
を
含
む
生
活
支
援
全
般
に

つ
い
て
、総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

坂
の
丘
公
苑
（
樹
木
墓
地
・
合

同
墓
地
）
の
改
修
を
進
め
て
い
る

が
、
公
園
の
道
路
整
備
計
画
は
あ

る
の
か
。
上
り
下
り
の
道
路
の
傷

み
が
激
し
く
危
険
が
伴
う
、
改
善

が
必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　

坂
の
丘
公
苑
墓
地
へ
の
上
り
下

り
の
道
路
は
、
昭
和
57
年
か
ら
58

年
に
か
け
て
改
良
舗
装
整
備
を
実

施
し
て
37
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
激
し
い
状
況
で
あ
る
。
毎
年
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
す
り
付
け
る
な

ど
補
修
対
応
を
実
施
し
て
い
る
。

地
形
な
ど
の
関
係
か
ら
道
路
拡
幅

の
計
画
は
な
い
が
、
段
差
や
老
朽

化
し
て
い
る
箇
所
、
大
型
車
の
通

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
植
樹

帯
な
ど
、
改
修
を
検
討
し
て
い
る
。

現
在
進
め
て
い
る
樹
木
葬
墓
、
合

葬
墓
の
整
備
完
了
後
は
、
公
園
利

用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
供
用
開
始
に
合
わ
せ
改
修

を
取
り
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

　

供
用
開
始
に
合
わ
せ
改
修
を
進

め
る
と
あ
る
が
、
利
用
す
る
人
に

し
て
み
れ
ば
、
危
険
が
伴
う
。
一

刻
も
早
い
改
善
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
年
次
計
画
は
あ
る
か
。

　

補
修
等
は
、
随
時
対
応
し
て
い

く
の
で
、
今
、
傷
ん
で
い
る
所
や

段
差
の
あ
る
所
は
、
供
用
開
始
前

に
整
備
す
る
。

　

子
ど
も
の
時
か
ら
、
森
林
の
持

つ
役
割
や
機
能
の
普
及
を
図
る
こ

と
が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

昨
年
度
は
、
小
中
学
校
で
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
、

そ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
木
育
は
、
木
と
「
触
れ
合
う
」
こ

と
に
よ
り
感
性
を
高
め
、
木
と
の
関

わ
り
か
ら
自
然
に
対
す
る
気
付
き
と

尊
敬
の
気
持
ち
を
も
ち
、
環
境
保
全

や
人
と
自
然
が
共
存
す
る
社
会
を
考

え
る
う
え
で
大
切
な
学
び
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、
学

校
教
育
活
動
全
体
に
わ
た
り
、
森

林
や
木
に
関
す
る
学
習
を
行
っ
て

い
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
低
学
年
の
生
活
科
に
お
い

て
、
野
外
で
五
感
を
使
っ
て
自
然

に
触
れ
合
う
活
動
、
３
学
年
か
ら

は
、
理
科
や
社
会
科
に
お
い
て
森

林
伐
採
等
に
よ
る
環
境
問
題
を
取

り
あ
げ
て
い
る
。
中
学
校
で
は
技

術
科
の
単
元
「
材
料
と
加
工
の
技

術
」
の
中
で
、
木
工
製
品
の
製
作

を
通
し
て
木
材
の
特
性
や
良
さ
を

学
ん
で
い
る
。
一
方
理
科
に
お
い

て
は
、
植
物
や
森
林
が
地
球
上
で

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
学
び
を

通
し
て
、
自
然
と
人
間
の
あ
り
方

を
学
習
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
森

林
保
全
と
防
災
機
能
を
学
ん
だ

り
、
木
が
使
用
さ
れ
て
い
る
校
舎

で
、
木
の
温
も
り
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
学
校
生
活
を
送
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
は
日
常
的
に
木
に
親
し

み
、
木
育
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た

教
育
活
動
を
実
践
し
て
い
る
。
木

育
の
充
実
に
向
け
た
一
層
の
取
り

組
み
と
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

釧
路
管
内
の
学
校
で
木
育
の
事

例
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

釧
路
管
内
で
の
木
育
に
関
す
る

事
例
と
し
て
、
弟
子
屈
町
で
は
、

実
際
に
外
部
講
師
を
招
き
、
森
林

の
中
を
散
歩
し
な
が
ら
直
接
、
木

に
触
れ
た
り
、
落
ち
葉
を
拾
っ
て
、

観
察
し
た
り
と
い
う
形
で
、
環
境

と
結
び
つ
け
た
学
習
を
行
っ
て
い

る
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
木

材
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
山
を
見
に
行
く
と

か
、
木
工
場
や
建
設
現
場
の
見
学

な
ど
、
教
育
に
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
な

い
の
か
伺
う
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
木
に
直

接
に
触
れ
る
機
会
が
、
学
校
教
育

の
現
場
の
中
で
は
少
な
い
の
で
、

ふ
る
さ
と
学
習
に
な
る
が
、
教
材

の
一
つ
と
し
て
、
地
元
の
木
材
を

用
い
た
学
習
等
を
踏
ま
え
、
ど
ん

ど
ん
子
ど
も
た
ち
が
、
木
に
親
し

み
を
持
ち
環
境
へ
と
広
げ
て
い
く

心
を
育
む
た
め
に
、
今
後
、
委
員

会
と
し
て
も
、
学
校
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
木
育
を
推
進
し
て
い
く
。

問答
行
政
手
続
き
に
お
け

る
押
印
廃
止
の
見
解

は国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
に
基
づ
き
作
業
を

取
り
進
め
る

問答
庶
路
支
所
改
築
計
画

の
進
捗
は

個
別
施
策
計
画
策
定

と
合
わ
せ
て
検
討
を

重
ね
て
い
る

問答
公
共
料
金
の
減
免
延

長
で
き
な
い
か

生
活
支
援
全
般
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討

す
る

問答
公
苑
道
路
の
整
備
計

画
は

拡
幅
の
計
画
は
な
い

が
改
修
を
検
討
し
て

い
る

問答
木
育
の
取
り
組
み
は

自
然
や
木
の
持
つ
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
て

い
る

答

問

問問

問

問

答

答

答

答答

答

答 問

問

問

庶路支所庶路支所
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　　令和二年　　令和二年

議会・議員活動一覧議会・議員活動一覧

和令２年 1 月 1 日から令和 2 年 12 月 31 日

※１　常任委員会、特別委員会、議会運営委員会、分科会の延べ回数。
　　　所属によって開催回数が異なります。( 委員会開催前の打ち合わせ等も回数に含む。)
※２　富田議長は常任委員会には所属しませんが、オブザーバーとして出席しています。
※３　活動回数は、事務局が把握している数字で、この他にも個々の活動を行っております。
※４　遅参・早退は、出席に含んでいます。

区分
坂本

勝雄

澤原

孝行

折出

征清

立石

　巧

中河

敏史

中村

仁志

小野

キサ

鎌田

民子

山吉

公徳

福地

裕行

小池

憲一

石田

正義

富田

忠行

定
例
会
・
臨
時
会

開  催  回  数 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

出　　　　席 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 ９ 10 10

欠　　　　席 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

遅 参 ・ 早 退 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全日程出席率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 90% 100% 100%

各
種
委
員
会(

※
１)

開  催  回  数 56 39 63 70 61 85 70 79 64 48 37 41 15

出　　　　席 56 39 63 70 61 85 69 77 64 48 35 36 70

欠　　　　席 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 2 5 0

遅　参 ・ 早　退 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 2 0 0

全日程出席率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 99% 97% 100% 100% 95% 88%

会議 ・ 研修会等 6 11 7 15 5 12 7 10 18 12 53 23 100

町内行事 13 10 9 10 7 10 9 7 10 10 7 11 41

町外行事 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 8

合計活動回数 85 70 89 105 83 117 95 104 102 80 105 81 229

一般質問

８

1919

折 出 征 清 議 員

　

消
防
職
員
（
特
に
救
急
隊
）
は

疾
病
者
を
適
切
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
場
所
に
搬
送
す
る
た
め
、
常

に
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
業
務

に
あ
た
っ
て
い
る
。
救
急
隊
の
安

全
が
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
て
い
る

か
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
を
搬
送
す

る
体
制
を
伺
う
。

　　

感
染
症
防
止
対
策
は
消
防
庁
よ

り
発
出
さ
れ
た
「
救
急
隊
の
感
染

防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ

き
、
釧
路
市
消
防
本
部
で
は
、
釧

路
保
健
所
と
連
携
し
、
本
年
６
月

23
日
か
ら
、
管
内
の
感
染
者
の
発

生
状
況
に
応
じ
て
独
自
に
３
段
階

の
感
染
防
止
対
策
を
設
け
て
い
る
。

１
１
９
番
通
報
の
段
階
か
ら
、
通

信
指
令
員
に
よ
り
咳
や
熱
の
症
状
、

渡
航
歴
・
濃
厚
接
触
歴
な
ど
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ
れ
る

事
案
は
、
保
健
所
へ
連
絡
し
、
指

示
を
仰
ぎ
、
適
切
な
感
染
防
止
策

を
と
り
感
染
症
指
定
医
療
機
関
へ

搬
送
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

帰
署
後
は
、
使
用
し
た
資
器
材
や

救
急
車
内
、
隊
員
の
消
毒
を
実
施

し
、
感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　

道
内
外
で
消
防
職
員
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
業
務
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
事
案
が
あ
る
が
、

白
糠
支
署
の
職
員
が
感
染
し
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
体
制
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　　

釧
路
市
消
防
本
部
内
で
の
シ
フ

ト
や
職
員
の
配
置
を
換
え
な
が
ら

人
員
の
確
保
の
取
り
決
め
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

消
防
団
活
動
に
お
け
る
感
染
拡

大
防
止
対
策
を
伺
う
。

　

予
防
対
策
と
し
て
、
詰
所
に
消

毒
液
の
設
置
、
マ
ス
ク
着
用
、
体

調
不
良
の
活
動
自
粛
を
徹
底
し
定

例
出
動
を
行
う
。
防
火
査
察
は
各

分
団
で
の
火
災
予
防
の
戸
別
調
査

を
や
め
、
車
両
に
よ
る
巡
回
な
ど

に
切
り
替
え
て
実
施
し
て
い
る
。

　

他
の
自
治
体
の
消
防
団
で
は
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
団
活
動

に
お
け
る
事
細
か
な
基
本
方
針
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
全
団

員
に
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る
が
、

我
が
団
も
こ
の
よ
う
な
基
本
方
針

な
ど
作
成
し
周
知
徹
底
す
べ
き
と

思
う
が
伺
う
。

　　

消
防
団
と
し
て
、
よ
り
明
確
な

も
の
を
示
し
、
文
章
等
に
よ
り
周

知
徹
底
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
中
、
感
染
者
や
そ
の

家
族
、
関
係
者
へ
の
誹
謗
中
傷
や

学
校
で
の
い
じ
め
、
医
療
従
事
者

へ
の
差
別
の
事
例
が
全
国
で
発
生

し
て
い
る
。
今
後
、
い
つ
感
染
者

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
中
、

町
と
し
て
感
染
者
等
の
相
談
対
応

や
差
別
し
な
い
、
さ
せ
な
い
取
り

組
み
を
、
学
校
を
含
め
町
全
体
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
差
別
の
根
絶
に
向
け
て
町

と
し
て
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　　

今
後
、
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
、
町
独
自
の
告
知

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

　

学
校
現
場
こ
そ
差
別
や
い
じ
め

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
り
組

み
が
急
務
で
あ
る
と
思
う
が
伺
う
。

　　

学
校
だ
よ
り
や
学
級
通
信
、
8

月
に
発
信
さ
れ
た
文
部
科
学
大
臣

か
ら
の
差
別
防
止
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
を
使
い
、
児
童
生
徒
や

保
護
者
に
対
し
、
指
導
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
徳
科
に

お
い
て
、
感
染
症
に
よ
る
い
じ
め

や
差
別
を
防
ぐ
こ
と
を
考
え
る
授

業
を
行
っ
た
り
、
各
学
校
で
は
実

際
に
自
校
で
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
を
想
定
し
、
心
の
ケ
ア
を
担

任
や
養
護
教
諭
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
協
力
し
、
教
育
相
談

活
動
の
取
り
組
み
が
出
来
る
よ
う

体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
職
員
の
組
合
が
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
不
登
校
や
感
染
を
防
ぐ
た
め
登

校
し
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る

が
、
各
学
校
の
状
況
を
伺
う
。

　　

本
町
に
お
け
る
各
学
校
の
不
登

校
の
増
加
は
無
い
。
感
染
を
防
ぐ

た
め
登
校
し
な
い
生
徒
は
延
べ
で

１
３
７
名
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
斉
休

校
と
な
り
学
習
の
遅
れ
や
感
染
予

防
に
追
わ
れ
、
残
業
も
増
え
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
な
ど
抱
え
る
教
職
員

が
増
加
し
て
い
る
。
本
町
で
の
状

況
を
伺
う
。

　　

本
町
の
教
職
員
の
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
は
、
そ
う
無
い
と
考
え
て
い

る
。
感
染
予
防
は
、
人
員
不
足
を

考
え
、
道
教
育
委
員
会
の
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
応
募
し
、
各

学
校
に
１
～
2
名
感
染
予
防
の
消

毒
な
ど
行
う
方
を
配
置
し
て
教
職

員
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
。

問答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

消
防
体
制
に
つ
い
て

消
防
庁
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
感
染
防

止
に
努
め
て
い
る

問答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
差
別
防

止
対
策
に
つ
い
て

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ

す
る

問

問問

問 問

問

問問

答

答

答

答答

答 答

答
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町民と議会の懇談会町民と議会の懇談会

主な質問・意見等 ▶町民からの意見
　議会の回答　　議会の今後の対応対答

　今回は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として、参集者を経済団体の青年部・女性部等の
会員に限定し、10 月 11 日（日曜日）午後 1 時から、白糠町社会福祉センターで開催しました。
　各団体から現状とこれからの取り組みを聴かせていただいたほか、日ごろ気になっていることについ
て意見交換をしました。多くのご意見をいただき、ありがとうございました。

　●避難所について

▶山の上にある避難所（津波指定避難場所）が分
からない（夜間）。外灯は予算がなく設置できな
いので、避難訓練のときに覚えてくださいとのこ
とだった。仕事をしていると避難訓練には参加で
きない。避難する場所が常にわかるように外灯な
どを設置してほしい。
　総務文教常任委員会の所管事務調査事項「防災・
減災対策に関すること」で調査する。

　●公共交通について

▶釧路の病院に通う高齢者が増えている。町内は
ヘルパーが送迎してくれるが、釧路に通わなけれ
ばならない方は、家族が送迎するか、釧路の介護
タクシーを使用している。町で何とかできないか。
▶子どもが茶路小中学校に通学しており、親が送
迎をしている。親の体調が悪くなったとき、町営
バスに電話したが、当日の申し込みはできないと
言われた。高齢者の方も病院へ行きたいけど、前
日までに予約しなければ行けない。そこが不便。
　産業厚生分科会から町をとおして地域公共交通
活性化協議会で取り上げてもらうよう要望する。

　●学校給食について

▶子どもたちの好き嫌いも多いかもしれないが、給
食を残す量が多くなっている。もう少し子どもたち
が食べることに興味を持ってくれるような味付けや
献立を考えて欲しいと、ここ数年感じています。
　総務・文教分科会で学校給食を試食し、残食に
ついては、量が関係しているように思われた。今
後の調査について検討する。

　●ふるさと教育について

▶以前、社会科見学などで小学生に酪農のことを話
したり、牛を見せたりしていたが、受け入れる側の
負担もあり、そういったことが無くなっている。
　携わる人が居なくなったから産業が廃れている
と言うだけでなく、小・中・高校に進学していく
過程の中で、白糠町の産業、仕事を子どもたちに
見せて、町の産業に興味を持つことで、後継者問
題の解消になることもあると思うので、取り組ん
でほしい。
　総務文教常任委員会の所管事務調査事項「ふる
さと教育に関すること」で調査する。

　●キャンプ場について

▶白糠町のキャンプ場はどうなっているのか、今
どこまで整備されているのか、。ほかの地域で、
このコロナの影響で一時的にキャンプ場に行くの
が増えている。白糠もキャンプ場が整備されてい
ますよと宣伝すれば他町から来ると思う。
　総務文教常任委員会の所管事務調査事項「縫別
自然の家と青少年旅行村に関すること」で調査す
る。

▶上茶路の「驚きの森Ｌａｂｏ」の駐車場を整備
してほしい。
答 駐車場一帯の今の状況は、砂利を入れて綺麗
な状況になっている。来た人に支障はない。

　●地域サロンについて

▶地域サロンというような住民の交流の場（茶話
会、軽食、体操、手芸、カラオケなど）、高齢者
や子育ての家庭が、いつでも行くことができる場
所づくりを考えているか。
答 この時代を見据えたときに求められること。
バスターミナルの件もあるので、積極的に提言し
ていく。
　産業・厚生分科会で議論したうえで、バスター
ミナル改修に併せて設けるべきと町に伝える。

　●海岸保全について

▶刺牛海岸のテトラポットは、途中まである。台
風が来たら、テトラポットが無いところの砂が取
られている。津波が来たら大変だと言われている。
どうなっているか聞きたい。
答 北海道の事業であるが、地元の人たちの思い
をどこまで行政なり我々が把握してるかとの疑問
もある。我々も調査しながら伝えて、道の事業に
採択されるように努めていく。

　●東山公園について

▶東山公園では、かつて花見などのイベントが行
われていたが、今は何もなく、夜も真っ暗。ニュー
スの天気のとき（テレビ）に町が素晴らしく綺麗
に映る。とても良い景色の場所が生かされていな
いので活用してほしい。
　インターネット等で積極的にＰＲするよう町や
商工会に努めていただく。

　●空き店舗について

▶空き店舗について、使えるものなのか、居ぬき
で貸せる物件なのか、どちらでもないのか、ただ
ベニヤを打ち付けた建物なのか、全然分からない。
　シャッターを下ろしたまま住んでいるところ
は、借りて使うことはできない。そういう問題は、
行政が持ち主と話していかないと解決しない。
答 必要に応じて調査しないといけない。本人の
意思がわからない場合は、関係機関が調べ町内外
へ情報を提供するシステムが必要と感じている。
　空き家バンクでの情報収集に努めていただく。

　●応援券について

▶緊急事態宣言が出て、売り上げが無くなった時
期の分を早く取り戻すことで、第１弾はとても助
かったが、第２弾は期間が長く、恩恵を受けられ
ないという声もある。どうして 12 月まで伸びた
のか気になる。
答 第１弾の反省も含めて総合的に勘案して決め
た。町全体にとっていかに潤うかということで実
施している。いろんな意見等は今後の取り組みに
活かしていく。
　議会改革活性化特別委員会で議論する。

防　　災

地域交通

教　　育
商　店　街
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議会の仕事調査隊議会の仕事調査隊

～聞きたい・知りたい
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あの意見その後は・ ・ ・あの意見その後は・ ・ ・

　●通年議会について

・議会運営分科会で十分に協議、検討する。

　●議会傍聴について

【当時の意見】
　議会の傍聴をＰＲしているが、一般質問の内容
が町内会・地域に関わる時は、町内会長等に連絡
頂ければ大変ありがたいし、傍聴意識も高まると
感じる。

【どうなった】
　地域の方々には、各議員が知らせる。また、一
般質問は、議会開催１週間前までにホームページ
に掲載する。

　●議員定数、議員報酬、政務調査費について

・「議会改革・活性化特別委員会」で議論中。　
　各議員の考え方は、２ページから５ページに掲
載。今後のスケジュールは、25 ページをご覧く
ださい。

　●防災施設について

・「防災・減災対策に関すること」として総務文
教常任委員会で調査を継続中

　●観光事業について

・産業厚生常任委員会で調査を継続中

　●白糠高校の存続について

・「白糠高校魅力化に関すること」として総務文
教常任委員会で調査を継続中
※高校の魅力化の取り組みとして、令和３年４月
から、高校生への学校給食が無償提供が実施され
ることとなった。

　●少子高齢化・人口現象問題について

・「総務・文教」、「産業・厚生」両分科会で議論中

　●町営バス・高齢者外出促進について

・「地域公共交通に関すること」として産業厚生
常任委員会で調査を継続中

　●バスターミナルについて

・「白糠駅舎の改築及び駅前整備に関すること」
として産業厚生常任委員会で調査を継続中

将　　来 議会に対し

防　　災地域交通

観　　光

白糠高校白糠高校

町民と議会の懇談会
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委 員 会 ・

協 議 会 の 活 動
総務文教常任委員会
所 管 事 務 調 査

10 月 28 日、11 月 24 日
●防災・減災対策に関すること

総務文教常任委員会
所 管 事 務 調 査

11 月 24 日
●白糠小学校移転計画に関すること

総務文教常任委員会
所 管 事 務 調 査

12 月１日
●「町民と議会の懇談会」での意見の取り扱いについて

議 会 改 革・ 活 性 化
特 別 委 員 会

10 月 30 日
●「町民と議会の懇談会」のまとめについて

　広報・広聴分科会から懇談会の記録報告と提案事
項の説明があり、各分科会等での今後の対応につい
て協議した。
　「町民と議会の懇談会」での詳しい内容については、
20 から 21 ページをご覧ください。

　令和元年 11 月14 日の「町民と議会の懇談会」で
出された海岸地区に津波避難施設の設置を検討して
ほしいとの意見について、所管事務調査事項としての
調査において、町に対して右記のとおり検討していた
だくよう要望した。

　令和 2 年 10 月11 日の「町民と議会の懇談会」で
出された意見について、次の２項目を調査事項に追加
し、今後調査をすることとした。

追加調査事項
１　縫別自然の家と青少年旅行村に関すること。
２　ふるさと教育に関すること。

　白糠小学校移転に伴う白糠中学校の改修に関わっ
て、中学校が一時道立白糠高等学校に移転するため、
高校での教室等の配置、また、学校給食の食事場所
や搬入口を現地で確認した。

議 会 改 革・ 活 性 化
特 別 委 員 会

12 月   １日、20 日
●議員定数・議員報酬・政務活動費について

　各分科会で「議員定数・議員報酬・政務活動費」
について協議してきたが、その内容や経過を踏まえ、
各議員の考え方を確認し、最終判断までのスケジュー
ルを決めた。
今後のスケジュール
・１月発行「議会だより」に、各議員の意見を掲載し、
　町民に周知。（２ページから５ページに掲載）

・３月の特別委員会で全体の意向を決定。
・４月発行の「議会だより」に特別委員会の全体の意
　向を掲載
・令和３年度の「議会だより」で周知し、町民の意見
　を聞く。
・懇談会後、町民の意見を参考に特別委員会で最終
　判断

内　容
　当委員会での調査において、白糠市街地の海岸地
域における津波避難対策として、町の津波避難計画
における「標高の高い高台へ速やかに逃げる」を基本
としながらも、高齢者や障がい者などへの避難支援
を含め、地震発生後の状況により、高台への避難が
困難と想定される住民が緊急的に一時避難する場所
として、当該地域に津波避難施設は必要であると考え
ますので、整備について検討されることを要望いたし
ます。

全 員 協 議 会12 月 24 日
●白糠町人口ビジョン及び第２期白糠町創生総合戦略について

　「第１期白糠町創生総合戦略評価報告書」により全
ての施策の成果、今後に向けての留意点や課題など
の説明を受けた。
　その後、「白糠町人口ビジョン」（令和元年度改訂版）
により、今後の人口目標の説明、「第２期白糠町創生
総合戦略」の概要説明を受けた。
※「白糠町人口ビジョン」（令和元年度改訂版）、「第
２期白糠町創生総合戦略」は、白糠町ホームページ
に掲載されています。

【主な質疑】
問国立社会保障・人口問題研究所 ( 社人研 ) は、
2060 年の人口について、第１期では 2,541 人、改訂
された今期では 1,494 人と 1,000 人も少なくなってい
るが、我が町の試算では、微減に止まっている。そ
の数値の説明を伺う。
答社人研推計は、出生率が今と同じような出生率で推
移をしていく推定を前提としているので、極端な推定
値になっている。その上で白糠町の推計人口は 2040
年、2060 年それぞれに目標を掲げた出生率を目指し
ていくので、社人研の推計とは考え方が違う。

　その他の委員会活動
●産業厚生常任委員会　11 月 17 日
●議会運営委員会　11 月 16、19 日、12 月 1 日

●広報広聴特別委員会　1 月 8 日、15 日

2525 24

給食搬入場所の確認をしている様子給食搬入場所の確認をしている様子
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あとがき 今号の表紙

　コロナ禍の現下、町内のイベント、会議等も
制限されたり中止となり、町民と「ふれあう」
機会が減ってしまい、寂しい１年となりました。
　そんな中にあって、令和２年の最後の定例会
では、一般質問に 10 名が登壇し活発な質疑応
答が行われました。
　「議会だより」は、町民にまちの動きや取り
組みをわかりやすくお知らせするために、知恵
を出して作成しております。
　今後も皆様の声をしっかり受け止め、町づく
りに活かして参ります。楽しみにして下さい。
　令和３年が平穏な年であります様ご祈念申し
上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野）

 東山公園展望台から見る景色。太陽・空・海。輝く太陽の光に照らされた町並。冬は空気が澄
んでいて、朝夕の景色が一段と美しくそれぞれの風景に心が和みます。素晴らしい景観は白糠町
の魅力の１つです。　　　　　　　　　　 　　　撮影 : 立石　巧　広報広聴調査特別委員会委員

　今号の表紙は、12 月１日に「学校法人二
葉学園　庶路こども園」で開催された、もち
つき会です。今回はコロナ対策のため５歳児
だけでの実施で、地域の方から譲り受けた木
の臼でのもちつきとなりました。
　今年はコロナが終息し、みんなでもちつき
会が出来るように願っています。

▲朝の太陽「光の道」 ▲夕景「黄金色の夕陽と茜色の夕焼け」

◀
朝
の
海
「
帰
漁
」


